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板金工業組合

大
阪
あ
た
り
か
ら
降
っ

て
居
た
雨
も
関
門
ト
ン
ネ

ル
を
出
て
小
倉
に
着
い
た

時
は
、
雲
の
切
れ
目
か
ら

薄
日
が
さ
し
て
居
た
。
博

多
駅
か
ら
、
道
具
も
あ
る

の
で
タ
ク
シ
ー
で
東
区
の

会
場
に
向
う
。
立
体
交
差

の
多
い
町
で
あ
る
。
道
路

を
見
た
限
り
で
は
、
愛
知

県
よ
り
も
発
展
性
の
強
い

町
に
思
わ
れ
る
。
四
階
建

の
大
き
な
校
舎
が
目
に
入

っ
て
来
た
。
表
の
左
角
に

福
岡
高
等
職
業
訓
練
校
と

大
き
な
看
板
が
立
っ
て
居

る
。
看
板
に
付
い
て
右
折

す
る
と
左
側
に
第
六
回
全

板
連
青
年
部
競
技
大
会
会

場
の
看
板
が
目
に
入
る
。

其
の
脇
に
小
さ
く
福
岡
県

職
業
能
力
開
発
協
会
の
看

板
が
あ
っ
た
。
こ
の
能
開

が
競
技
場
で
あ
る
。

玄
関
を
入
る
と
右
側
に

昭
和
五
十
八
年
度
後
期
一

二
級
技
能
検
定
合
格
者
番

彼
も
亦
人
」
故
人
の
言
葉

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
選

手
が
控
室
に
帰
っ
て
来
る

度
に
拍
手
が
わ
く
。
時
間

内
に
は
全
員
が
終
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
控
室
が
雑
談

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

実
技
競
技

標
準
時
間
は
二
時
間
三

○
分
で
あ
る
。
会
場
は
一
一

○
○
而
位
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
立
派
な
会
場
で
ア
ル

ゴ
ン
、
ア
ー
ク
、
ガ
ス
な

ど
の
溶
接
器
具
が
後
方
に

整
然
と
並
ん
で
い
る
。
右

方
に
は
万
力
、
ボ
ー
ル
盤

等
も
あ
る
。
コ
ン
パ
ネ
ニ

ま
わ
り

枚
を
合
わ
せ
、
週
り
に
は

縦
横
に
一
ｍ
程
の
通
路
が

あ
り
実
に
の
び
の
び
と
し

た
会
場
で
二
十
三
人
の
選

蕊

全板青年部
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１
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技
能
競
技
大
会
開
か
る

昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
五
日
於
福
岡
県

八
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Ｘ
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Ｘ
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Ａ
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て
い
る
の
で
控
室
で
待
つ

よ
り
仕
方
が
無
い
。

標
準
時
間
は
一
時
間
三

○
分
で
あ
る
。
初
ま
っ
て

四
○
分
、
背
番
号
三
番
の

福
島
の
選
手
が
控
室
に
帰

っ
て
来
た
。
私
の
脳
裏
に

は
瞬
間
失
敗
し
た
の
で
は

と
思
っ
た
。

「
も
う
画
け
た
の
で
す

か
？
」

「
画
け
ま
し
た
。
」

此
の
言
葉
に
は
全
く
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

「
練
習
に
は
百
枚
位
画

き
ま
し
た
か
？
」

「
そ
う
で
す
。
そ
の
位

は
画
き
ま
し
た
。
」

此
の
言
葉
通
り
正
に
や

れ
ば
出
来
る
と
言
う
事
だ

と
思
い
ま
す
。
「
我
も
人
、

号
が
張
り
出
さ
れ
て
居
た
。

受
付
を
す
ま
せ
て
二
階
に

上
る
と
突
き
当
り
が
開
会

式
場
左
が
製
図
室
、
そ
の

反
対
側
が
控
室
に
な
っ
て

居
た
。
実
技
会
場
は
一
階

で
二
○
○
㎡
程
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
立
派
な
会

場
で
後
方
に
は
、
ア
ル
ゴ

ン
、
ア
ー
ク
、
ガ
ス
、
溶

接
等
の
器
具
が
整
然
と
並

べ
ら
れ
て
居
た
。
こ
れ
は

成
人
訓
練
セ
ン
タ
ー
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
設

備
の
整
っ
た
教
室
で
訓
練

を
受
け
ら
れ
る
福
岡
の
技

能
士
が
チ
ョ
ッ
ピ
リ
う
ら

や
ま
し
く
思
え
た
。

十
四
時
三
○
分
の
受
付

が
十
分
程
早
く
開
始
さ
れ

た
が
、
愛
知
の
菅
沼
選
手

は
二
村
付
添
士
と
共
に
町

へ
頭
を
冷
し
に
出
掛
け
た

の
で
十
六
番
の
ゼ
ッ
ケ
ン

を
受
取
っ
た
。
四
時
か
ら

開
会
式
が
あ
り
全
板
連
の

山
下
青
年
部
長
の
開
会
の

リ

！
Ｉ

し
ま
す
と
十
五
万
円
組
合

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

岩
手
全
板
大
会
に
無

料
招
待
さ
れ
ま
す
。

各
県
各
組
合
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
が
、
関
東
地
方

で
は
東
京
だ
け
で
他
の
県

か
ら
選
手
は
出
な
か
っ
た
。

競
技
大
会
製
図

製
図
は
能
力
開
発
協
会

の
二
階
に
立
派
な
製
図
室

が
あ
っ
て
、
一
般
付
添
人

の
入
場
立
入
は
禁
止
さ
れ

名
古
屋
営
業
所
恋
瑚
○
四
四
一

く

辞
に
続
き
大
会
長
若
林
全

板
連
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

松
田
福
岡
県
板
理
事
長
の

歓
迎
の
こ
と
ば
等
の
後
、

選
手
、
付
人
共
に
そ
れ
ぞ

れ
の
注
意
が
あ
り
、
選
手

は
会
場
に
道
具
を
揃
え
て

検
査
を
受
け
た
が
、
指
定

イ
チ
ョ
ー

道
具
以
外
（
例
・
銀
木
、

葉
付
駒
の
目
、
カ
ゲ
田
金

厚
目
の
指
金
等
）
す
べ
て

取
除
か
れ
た
此
の
点
技
能

検
定
よ
り
非
常
に
厳
し
い

所
が
あ
っ
た
。

晩
さ
ん
会

夕
食
会
は
志
賀
島
に
あ

る
国
民
宿
舎
し
か
の
ま
苑

で
福
岡
県
青
年
部
の
方
々

の
お
骨
折
り
で
開
か
れ
た

文
字
通
り
全
国
青
森
県
か

ら
鹿
児
島
県
迄
の
青
年
部

員
が
一
堂
に
集
ま
り
語
り

ひ
と
と
き

合
う
此
の
一
時
実
に
す
ば

ら
し
い
と
思
っ
た
。
各
選

手
か
ら
聞
い
た
変
り
種
を

拾
っ
て
み
よ
う
。

鹿
児
島
「
若
島
津
関
の

０
。
■

愛

溌
索
邦
亨
ト
フ
レ
ー
ム
謡

う
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優
勝
お
め
で
と
う
。
こ
の

お
流
れ
を
頂
い
て
明
日
は

優
勝
し
て
下
さ
い
。
こ
こ

へ
出
て
来
た
き
っ
か
け
は

？
」

「
実
は
図
面
を
見
た
が
、

展
開
が
少
し
も
分
か
ら
な

い
の
で
訓
練
校
の
先
生
を

尋
ね
て
指
導
し
て
頂
き
、

実
技
は
独
学
で
練
習
し
て

来
ま
し
た
。
」

長
崎
希
望
者
が
県
で

僕
一
人
な
の
で
、
製
図
実

技
共
独
学
で
勉
強
し
て
来

ま
し
た
が
、
此
の
図
面
の

Ｃ
１
．
Ｇ
断
面
図
の
矢
印

が
違
っ
て
居
る
と
言
っ
て

夕
食
後
私
の
部
屋
に
談
じ

込
ん
で
来
た
。
全
く
其
の

通
り
で
脱
帆
。
彼
は
製
品

一
番
乗
り
で
し
た
。

静
岡
予
選
は
選
手
十

三
人
で
別
の
課
題
で
優
勝

し
た
の
で
す
が
、
此
の
課

題
に
は
全
く
苦
し
め
ら
れ

ま
し
た
。

東
京
「
東
京
は
一
千
万

都
民
で
す
か
ら
三
百
人
ぐ

ら
い
予
選
に
出
ま
し
た
か

？
」

「
そ
れ
が
タ
ッ
タ
三
人
で

僕
が
一
番
に
な
り
ま
し
た
。

青
森
県
予
選
に
優
勝

鉄
骨
建
築
に
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手
が
技
を
競
っ
た
。

一
時
間
二
○
分
程
で
昨

夜
私
の
部
屋
に
図
面
が
違

っ
て
い
る
と
言
っ
て
談
じ

込
ん
で
来
た
長
崎
の
選
手

が
も
う
一
番
乗
り
で
作
品

を
出
し
た
。
全
く
早
く
て

あ
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な

い
と
は
こ
の
事
で
あ
ろ
う

か
。
此
の
実
技
会
場
で
、

た
い
へ
ん
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
製
図
か
ら
、

板
取
り
切
断
、
折
付
、
半

田
付
等
実
に
十
人
十
色
で
、

こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
と
思

う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。

続
い
て
磯
崎
会
計
担
当

理
事
か
ら
認
年
度
末
決
算

見
込
の
説
明
と
事
務
局
か

ら
は
地
区
運
営
費
算
定
の

基
礎
に
つ
き
詳
細
に
わ
た

り
説
明
さ
れ
た
あ
と
、
全

員
が
之
を
諒
承
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
か
弾
る
運
営
費
に

つ
い
て
は
国
保
・
労
保
報

奨
金
を
も
含
め
て
単
年
度

予
算
に
計
上
し
た
い
と
し

な
が
ら
も
、
政
府
予
算
の

福
祉
改
策
面
の
削
減
と
、

後
退
が
予
測
さ
れ
る
一
面

と
加
え
て
今
日
の
当
組
合

自
体
の
事
情
に
よ
る
減
収

見
込
の
た
め
、
予
算
と
し

て
継
続
し
て
計
上
す
る
こ

と
は
極
め
て
む
ず
か
し
い

の
で
、
あ
く
ま
で
も
記
年

度
に
限
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
、
事

務
局
の
手
に
よ
り
各
地
区

の
代
表
全
員
に
支
払
わ
れ

ま
し
た
。

５
月
８
日
の
認
年
度
総

代
会
に
さ
き
だ
っ
て
、

４
月
狸
日
幽
に
常
務
理
事

会
、
同
肥
日
㈹
に
理
事
会

を
そ
れ
ぞ
れ
午
后
２
時
よ

り
開
催
、
役
員
改
選
等
の

総
代
会
上
程
議
案
に
つ
き

審
議
さ
れ
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

そ
の
後
各
専
門
委
員
会

よ
り
次
の
内
容
の
提
議
が

あ
っ
た
あ
と
午
後
５
時
に

会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

▼
総
務
委
員
会

第
詑
回
全
国
大
会
は
大

:灘
（
分
け
昇
る
ふ
も
と
の
道
は
多
け
れ
ど

同
じ
高
根
の
月
を
見
る
か
な

昭
憲
皇
大
后
御
歌
）

灘
麹へ聖』管.･蕊雑駆錘礎菅劇
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鵜：

３
月
躯
日
、

第
４
回
理
事
会

が
県
板
金
会
館

に
お
い
て
日
比

野
理
事
長
以
下

巧
名
の
本
部
役

員
と
地
区
役
員

翠
名
の
方
々
の

出
席
を
得
て
開

か
れ
ま
し
た
。

理
事
長
の
挨

拶
な
ら
び
に
経

過
報
告
の
あ
と

平
野
総
務
委
員

長
よ
り
認
年
度

組
合
会
計
収
支

状
況
は
第
４
四

半
期
も
順
調
に

経
過
し
た
の
で
、

第
３
回
理
事
会

に
於
い
て
の
懸

案
事
項
で
あ
る

銘
年
度
地
区
運

会
計
の
林
幸
雄
氏
の
会
計

報
告
と
、
佐
藤
喜
根
夫
氏

の
会
計
監
査
の
結
果
、
正

確
で
か
つ
あ
や
ま
り
の
な

い
事
の
報
告
が
あ
っ
た
。

技
能
士
会
か
ら
は
、
土
田

和
彦
氏
の
、
年
間
事
業
報

告
と
、
新
年
度
技
能
試
験

申
し
込
み
と
、
訓
練
生
の

受
付
の
説
明
が
あ
っ
た
。

又
、
今
年
度
は
、
役
員
の

交
替
の
時
期
で
も
あ
り
、
委

員
会
の
懸
案
通
り
、
新
組

合
長
に
、
伊
藤
金
信
氏
、

副
組
合
長
に
、
馬
場
勇
氏

会
計
は
、
成
瀬
正
美
氏
に

異
議
な
く
決
っ
た
。
そ
の

他
の
議
案
に
お
い
て
は
、

５
月
の
全
板
奈
良
大
会
に

は
、
青
年
部
を
中
心
に
、

組
合
員
希
望
者
が
参
加
す

る
事
の
発
表
が
あ
っ
た
。

会
議
は
、
約
一
時
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
無
事

終
了
し
た
。

そ
の
席
で
、
新
鮮
な
魚
貝

類
の
料
理
を
前
に
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
、
ま
だ
日
が
一
局

い
う
ち
か
ら
、
盛
大
に
宴

会
が
始
ま
っ
た
。

方
法
は
違
っ
て
も
同
じ

作
品
に
向
っ
て
各
選
手
が

一
秒
も
無
駄
に
す
ま
い
と

真
剣
に
取
り
組
む
。
其
の

姿
は
実
に
壮
観
と
言
う
よ

り
も
壮
厳
と
言
っ
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

私
も
現
在
の
年
令
が
半

分
に
な
れ
た
ら
男
だ
か
ら

技
能
士
だ
か
ら
一
度
は
こ

う
言
う
雰
囲
気
の
中
で
技

を
競
っ
て
見
た
い
気
持
で

一
パ
イ
で
し
た
。
現
代
の

青
年
は
実
に
幸
福
で
恵
ま

れ
て
い
る
と
思
い
、
昭
和

一
桁
修
業
の
我
々
に
は
誠

#鯛．.､イ
ト，声埋-#

会
の
み
参
加
者
は
８
地
区

よ
り
一
○
三
名
、
一
泊
組

は
３
地
区
よ
り
四
十
八
名

の
報
告
が
あ
り
、
再
度
各

地
区
会
員
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
申
し
込
み
の
ほ

と
ん
ど
が
マ
イ
カ
ー
利
用

の
単
独
行
動
が
多
く
、
県

板
事
務
局
と
し
て
は
貸
切

バ
ス
利
用
の
団
体
さ
ん
集

め
に
苦
労
し
て
い
る
次
第

で
す
。５

月
８
日
の
総
代
会
に

お
い
て
は
役
員
改
選
等
の

上
程
議
題
案
件
の
審
議
は

総
て
明
確
か
つ
適
正
を
期

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
の
長
時
間

討
議
を
避
け
、
全
員
参
加

の
懇
親
会
や
、
身
近
な
問

題
を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論

会
を
行
う
な
ど
、
参
加
者

全
員
が
共
同
体
感
覚
を
穣

成
し
得
る
よ
う
な
場
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

▼
経
営
対
策
委
員
会

事
業
者
台
帳
に
つ
い
て

は
一
月
末
を
整
備
完
了
の

目
標
に
お
い
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
一
部
の

地
区
で
は
支
部
全
員
が
未

提
出
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
責
任
者
に
お
い

て
至
急
と
り
ま
と
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。▼

検
定
技
能
委
員
会

一
級
技
能
士
の
技
能
向

上
訓
練
は
愛
板
前
号
紙
上

で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
５

月
四
・
釦
日
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

今
回
は
ア
ー
ク
溶
接
を

含
め
て
学
科
２
日
、
実
技

１
日
の
三
日
間
で
全
必
修

科
目
が
修
得
で
き
る
の
で
、

未
受
講
者
は
努
め
て
参
加

さ
れ
る
よ
う
お
奨
め
し
ま

す
。
な
お
ア
ー
ク
溶
接
の

み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

ｊ
三
７
三
７
一
三
７
三
７
三
７
三
７
一
三

支
部
だ
よ
り

認
年
度
総
会
開
催

▼
瑞
穂
支
部

３
月
妬
・
妬
日
総
会
及

び
親
睦
を
か
ね
て
、
自
然

と
調
和
の
と
れ
た
町
、
岐

阜
長
良
川
ホ
テ
ル
和
風
別

館
皆
藍
亭
で
開
催
し
た
。

組
合
員
全
員
出
席
し
て

な
ご
や
か
な
う
ち
に
、
支
部

長
挨
拶
で
始
ま
り
、
会
計

報
告
及
び
役
員
改
選
後
親

睦
会
に
入
り
夜
の
更
け
る

の
も
忘
れ
親
睦
を
楽
し
ん

だ
。
仕
事
の
厳
し
い
時
だ

け
に
一
泊
し
朝
食
後
解
散

し
仕
事
に
行
く
人
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。瑞

穂
佐
藤

▽
一
宮
支
部

３
月
旧
日
組
合
員
闘

名
の
一
宮
板
金
組
合
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

浅
井
勇
組
合
長
の
挨
拶

の
後
、
自
ら
議
事
進
行
に

務
め
、
事
業
報
告
に
続
き

識蕊慈

愛

日開催」
に
う
ら
や
ま
し
い
次
第
で
す
。

遠
く
及
ば
ず
（
教
え
て
習
う
）

今
は
故
人
の
藤
田
美
代
作

先
生
の
言
葉
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

来
年
は
長
野
県
だ
そ
う

で
す
。
県
青
年
部
の
皆
様

来
年
の
予
選
に
は
、
全
員

参
加
す
る
よ
う
、
今
か
ら

期
待
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

昭
和
五
十
九
年
四
月

原
田
忠
治

北
北
北
北
北
北
北

営
費
の
支
給
と
会
館
建
設

に
伴
う
借
入
金
の
返
済
が

可
能
に
な
っ
た
旨
報
告
。

総代会は５月８

５８年 度 事 業 順 調 に 推 移
■



る
場
合
は
、
手
形
所
持
人

は
、
こ
れ
を
仮
差
押
え
、

手
形
訴
訟
を
行
な
え
ば
よ

い
の
で
す
。
預
託
金
は
、

手
形
の
額
面
と
同
じ
金
額

で
す
の
で
、
振
出
人
の
財

産
を
探
す
苦
労
も
省
け
る

わ
け
で
す
。
又
、
手
形
訴

訟
の
判
決
に
は
、
仮
執
行

の
宣
言
が
付
さ
れ
、
判
決

が
確
定
し
な
く
と
も
強
制

執
行
で
き
る
の
で
、
回
収

が
容
易
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
預
託
金

が
積
ま
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
振
出
人
が
不
渡
処
分

を
受
け
て
お
り
、
事
実
上

倒
産
状
態
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
多
い
で
し
ょ
う
か

ら
、
振
出
人
の
差
押
え
る

べ
き
財
産
を
探
し
て
、
手

形
判
決
の
仮
執
行
の
宣
言

に
も
と
づ
い
て
強
制
執
行

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

愛 板 第１７２号

◆
不
渡
手
形
対
策

受
取
手
形
が
不
渡
り
に
な

っ
た
時
は
、
ど
の
様
に
し

た
ら
早
期
回
収
を
望
め
る

で
し
ょ
う
か
。

●
＃
：
９
．
・
’
・

手
形
の
不
渡
り
に
は
２

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
不
渡
り
処
分
の

対
象
と
な
る
不
渡
り
で
、

他
は
不
渡
り
処
分
を
受
け

な
い
も
の
で
す
。
手
形
が

不
渡
り
に
な
る
と
、
手
形

に
付
芙
が
付
さ
れ
て
戻
さ

れ
て
き
ま
す
が
、
資
金
不

足
、
取
引
な
し
等
の
付
菱

が
付
さ
れ
た
も
の
は
、
常

に
不
渡
り
処
分
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
契
約
不
履

行
、
詐
取
等
の
場
合
は
、

振
出
人
に
何
ら
か
の
言
い

分
が
あ
る
場
合
で
し
ょ
う

が
、
決
済
資
金
が
な
い
こ

と
を
隠
す
た
め
に
こ
の
よ

う
な
理
由
を
つ
け
る
こ
と

も
あ
り
得
る
の
で
す
。

従
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は

振
出
人
は
、
手
形
額
面
と

同
額
の
現
金
を
預
託
金
と

し
て
決
済
銀
行
に
預
託
し

そ
の
銀
行
は
、
手
形
交
換

所
（
銀
行
協
会
）
に
異
議

申
立
提
供
金
と
し
て
同
額

の
金
を
積
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
続

を
し
て
初
め
て
不
渡
り
処

分
な
し
に
手
形
の
決
済
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。預

託
金
が
積
ま
れ
て
い

工
事
代
金
等
を
手
形
で
回

収
す
る
事
が
多
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
手
形
を

受
取
る
と
き
の
注
意
点
に

つ
い
て
。。

＃
：
＃
：
０
．

①
手
形
は
厳
格
な
要
式

証
券
で
あ
り
、
そ
の
要
件

が
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
無

効
と
な
り
ま
す
。
こ
の
反

面
、
形
式
的
に
、
た
と
え

実
体
が
と
も
な
わ
な
い
場

合
で
も
、
要
件
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
手
形
は
決
済

さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
署

名
・
裏
書
の
連
続
そ
の
他

の
要
件
を
調
査
す
る
の
が

第
一
の
注
意
点
で
す
。

②
但
し
、
手
形
の
要
件

が
欠
け
て
い
て
も
、
そ
れ

が
白
地
式
の
も
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
空
欄
を
誰
が
埋

め
て
も
よ
い
わ
け
で
す
か

ら
、
権
利
行
使
を
す
る
と

き
に
要
件
を
補
充
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
。

手
形
の
前
の
所
持
人
と

振
出
人
と
の
間
の
約
束
に

違
反
し
て
白
地
を
埋
め
て

も
、
こ
れ
は
、
振
出
人
に

対
し
て
有
効
で
す
の
で
、

別
に
問
題
は
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

電

岬
法
律
．

国釧
四
三
一
〃
皿
三
局
Ⅲ
『
一
『
一
〃
里
一
』
】
″
】
一
一
一
万
閏
一
一
』
二

◆
手
形
を
受
取
る

と
き
の
注
意

’

十

Ｉ

全日本板金工業組合連合会指定商品

カラー組立雨樋
長尺銅製雨樋鳳鼠

i嘉雲

一
二
二
″
一
一
二
〃
一
一
二
〃
一
一
一
一
″
二
二
〃電

‘
十
Ｉ
》画

③
裏
書
の
連
続
の
関
係

で
は
、
白
地
式
（
被
裏
書

人
、
渡
し
先
を
指
定
し
な

い
も
の
）
で
も
連
続
は
あ

る
と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
ま
ま
で
か
ま

い
ま
せ
ん
。
た
だ
裏
書
人
、

被
裏
書
人
等
の
名
称
が
連

続
し
な
い
も
の
は
、
形
式

証
券
性
の
点
か
ら
い
っ
て

も
、
そ
の
ま
掻
で
は
権
利

行
使
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
と
い
え
ど
も
、
絶
対

に
権
利
行
使
で
き
な
い
わ

け
で
は
な
く
、
別
の
方
法

証
拠
で
裏
書
の
連
続
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
。

裏
書
の
連
続
の
な
い
手

形
は
受
取
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
が
、
社
員
等

が
受
取
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
実
質
的
な

当
事
者
を
証
拠
で
証
明
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
方
法
を

こ
う
じ
て
下
さ
い
。

手
形
を
返
還
し
、
売
掛

金
等
の
実
質
関
係
で
の
請

求
の
途
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
手
形
訴
訟
な

ど
よ
り
は
、
通
常
の
訴
訟

は
時
間
や
手
間
が
か
洩
り

ま
す
の
で
、
そ
の
点
不
経

済
で
あ
る
こ
と
は
い
た
し

か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

<Ｓ＞
安田金属株式会社

静岡支店

静岡市中島７４２番地
電話静岡0542(83)4088(代）

つ
づ
ノ
、

☆
亜
鉛
鉄
板
。
着
色
亜
鉛
鉄
板
性
能
・
構
法

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

定
価
四
○
○
○
円
〈
送
料
別
〉
惹
一
紫
震
印

坐
小
半
小
坐
飛
坐
小
坐
飛
坐
不
坐
不
半
小
半
小

参
考
図
書
資
料
の
ご
案
内

(3)昭和５９年４月 １５日

〈
参
考
図
書
資
料
の
ご
案
内
〉

鳶鳶･Ｉ

折
板
品
質
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
委
員
会
編
・
発
行

定
価
八
、
○
○
○
円
三
月
発
行
予
定

内
容

①
品
質
管
理
と
社
内
標
準
化

②
折
板
製
造
に
お
け
る
品
質
管
理
と
社
内
標
準
化

③
折
板
製
造
に
お
け
る
社
内
標
準
化
の
具
体
例

④
折
板
製
造
に
お
け
る
デ
ー
タ
ー
の
活
用

⑤
折
板
屋
根
の
故
障
解
析

☆
鋼
板
製
屋
根
用
折
板

品
質
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

本
書
は
、
今
日
の
亜
鉛
鉄
板
製
品
の
全
体
像
を
忠
実
に

映
し
出
し
、
こ
の
製
品
に
対
す
る
新
た
な
ご
理
解
と
ご

批
判
を
仰
ぐ
こ
と
を
主
旨
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

構
成
は
４
章
よ
り
な
り
、
亜
鉛
鉄
板
製
品
の
選
択
と
適

用
に
あ
た
り
視
野
の
広
い
参
考
文
献
と
な
る
よ
う
各
章

相
互
に
関
連
を
も
た
せ
、
あ
く
ま
で
も
建
築
の
サ
イ
ド

か
ら
見
て
理
解
し
易
い
よ
う
に
と
い
う
執
筆
方
針
を
も

と
に
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
章
亜
鉛
鉄
板
お
よ
び
着
色
亜
鉛
鉄
板
の

基
礎
知
識

第
二
章
設
計
条
件
と
性
能

第
三
章
構
法

第
四
章
維
持
管
理
と
事
故
対
策



業
業

板 昭和５９年４月１５日（４）第１７２号

月
月
月

事
従
家

②
Ｂ
タ
イ
プ

月
刊
・
積
算
資
料
二
月
号
お
よ
び
同
八
月
号

（
五
、
六
○
○
円
）

月
刊
・
積
算
資
料
臨
時
増
刊
号
一
月
号
お
よ
び

同
七
月
号

（
五
、
六
○
○
円
）

年
四
冊
計
一
一
、
二
○
○
円
（
送
料
含
）

☆
建
築
工
事
施
工
単
価
資
料

（
積
算
資
料
）

一
九
八
四
年
上
期
版

○
板
金
に
噴
費
資
料
の
決
定
版

○
匹
寝
細
目
、
費
用
の
充
実

○
役
物
の
充
実

。
野
ｒ
場
の
ほ
か
町
場
工
事
も
掲
載

○
日
常
の
積
算
実
務
に
最
適

◎
ご
購
読
形
態
（
Ａ
・
Ｂ
タ
イ
プ
）

①
Ａ
タ
イ
プ

積
算
資
料
臨
時
増
刊
号
一
月
号
（
二
、
八
○
○
円
）

積
算
資
料
臨
時
増
刊
号
七
月
号
（
二
、
八
○
○
円
）

年
二
冊
計
五
、
六
○
○
円
（
送
料
含
）

購
読
ご
希
望
の
方
は
、
県
板
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

第
杷
回
通
常
総
代
会

と
き
昭
和
調
年
５
月
８
日
。
午
後
２
時
よ
り

と
こ
ろ
愛
知
県
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

当
日
は
審
議
終
了
後
、
公
認
会
計
士
の
先
生
に
よ

る
御
講
演
と
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

支
部
長
・
総
代
の
方
は
全
員
ご
参
加
下
さ
い
。

８，７００円

８，７００円

２，３００円

営業種目

エス ロン雨樋・ビニール加工品

エ スロンパイプ・樋用金物一式

ニホンパイプ°樋工事一式
クボタコロニアル・塩ビ波板各種

斉 田株式会社
本社春日井市花長町二丁目１４－４

営業所名古屋市北区新堀町七三番地
電話 ９ １ ４ － ０ ７ ０ １

主
員
族

新
規
加
入
者

千
種
支
部

信
和
工
業
所
安
部
圭
一

名
古
屋
市
千
種
区
坂
下
町

一
丁
目
一
三
番
地

電
話

○
五
二
’
七
六
一
’
三
八

○
八

愛

全国板金業国民健康保険の保険料が次の通り改訂されます

記

保険料（ ５ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら ）

午
后
五

３
二
月
の
終
り
頃
、
春
の

香
り
を
感
じ
る
と
思
っ
た

と
た
ん
、
ま
た
／
、
日
本

列
島
冷
凍
庫
の
中
へ
逆
も

ど
り
。
気
温
の
新
記
録
ず

く
め
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
『
お
し

ん
』
で
暮
れ
『
お
し
ん
』

で
明
け
た
五
十
九
年
の
新

春
も
、
天
候
ま
で
『
お
し

ん
』
を
見
習
う
と
は
．
…
。

弥
生
三
月
も
今
日
は
二

十
八
日
、
や
っ
と
春
め
い

て
来
た
。
各
地
で
『
春
祭

り
』
の
ハ
ヤ
シ
の
音
が
ひ

び
き
、
桜
前
線
も
北
上
を

は
じ
め
た
。

卒
業
式
・
受
験
・
就
職

年
度
末
と
落
ち
つ
か
な
い

三
月
も
春
風
と
共
に
過
ぎ

去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

当
工
業
組
合
も
、
新
年

度
計
画
・
役
員
選
出
・
総

代
会
等
を
ひ
か
え
、
大
き

く
躍
動
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

三
月
二
十
八
日
㈱
曇

一
七
一
一
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

脱
退
者

千
種
支
部
久
田
令
三

″
長
谷
川
喜
一

西
支
部
玉
水
彰
一

″
木
下
誠

″
湯
谷
邦
俊

江
南
支
部
波
多
野
福
一

″
石
丸
秋
平

知
多
支
部
木
全
直
彦

″
磯
貝
茂
夫

昭
和
支
部
高
尾
道
彦

卑
８
拳
２
ｊ
ｆ
８
３
ｆ
＃
さ

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
〃
・

泉
津
ミ
ヤ
子

湯
浅
さ
ん
の
後
を
受
け

継
い
で
三
月
八
日
よ
り
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。

技
能
士
会
に
係
る
お
仕

事
を
中
心
に
や
ら
せ
て
い

た
宮
い
て
お
り
ま
す
。
生

ま
れ
は
お
茶
処
で
有
名
な

静
岡
県
で
す
が
、
名
古
屋

へ
移
っ
て
か
ら
二
十
八
年

に
な
り
ま
す
の
で
、
も
う

す
っ
か
り
名
古
屋
人
で
す
。

現
在
は
名
古
屋
の
東
玄
関

と
い
わ
れ
る
名
東
区
に
在

住
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
。

名
フ
ィ
ル
と
か
外
国
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
に

は
忙
し
く
て
も
、
い
そ
い

そ
と
出
掛
け
て
い
ま
す
。

本
当
は
幼
稚
園
の
先
生
に

な
っ
て
い
る
筈
で
し
た
が
、

ど
う
も
書
類
や
数
字
の
方

が
慣
じ
み
易
す
く
て
、
経

理
関
係
の
お
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
年
令
、
家
族

？
は
又
の
機
会
に
。

事
務
局
の
皆
さ
ん
が
勤
勉

の
見
本
み
た
い
な
方
ば
か

り
で
す
の
で
、
見
習
い
ま

し
て
少
し
で
も
お
役
に
立

っ
て
い
き
た
い
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

カ
カ
カ

ー
１
１


